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（４）ローソク仕立てが可能な樹木
　萌芽力が強く、刈り込むことによりローソク仕立てが可能な樹木。円柱形状樹同様、
狭い空間でも緑量を確保できる特性がある。特に立面的な緑量の確保に効果的である。

コウヤマキ モチノキ マグノリア  ‘ワダス  メモリー’

針葉樹 イヌマキ　　ナギ　　カヤ　　レイランドサイプレス ‘ゴールド ライダー’　　コウヤマキ

常緑広葉樹 オウゴンモチ　　モチノキ　　ガビサンヤマボウシ　　トキワマンサク

落葉広葉樹 マグノリア ‘ワダス メモリー’

（５）緑の階層を形成する、灌木、低木、地被類
　生物の多様性を持続するため、種が住み分けることができるような生き物と関
わりの深い灌木、低木、地被類などの多様な樹種を導入する。

キャラボク アオキ コムラサキ

灌木 低木 地被類

針葉樹 キャラボク　
サワラ ‘フィリフェラ オーレア’

ビャクシン類　　
ジュニペルス ‘マザー ローデ’

常緑広葉樹・
常緑宿根草

ピラカンサ　　ヒサカキ
イヌツゲ　　キソケイ

マンリョウ　　センリョウ　　アオキ
ナワシログミ　　クチナシ　　
トベラ　　ナンテン　　ヤツデ　

ヤブコウジ　　ヤブラン
ジャノヒゲ

落葉広葉樹・
落葉宿根草

ウメモドキ　　ニシキギ　　マユミ
ツルウメモドキ　　ガマズミ　　
イボタノキ　　キブシ　　ナツグミ
ムラサキシキブ　　トサミズキ

ウグイスカグラ　　コムラサキ
ナツハゼ　　ハギ類

ホトトギス　　ギボウシ類　　
オニユリ　　アザミ類　　
ワレモコウ　　シオン

代表的な植物の例

代表的な植物の例
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２．植物の配植と植栽基盤
１）配植の前提
（１) 地形と植生
　千代田区の地形は、ほぼ海抜 30m 程度の台地上の平地と海抜５m 程度の低地、
その間の傾斜地で形成されており、これらの場所に潜在する自然の植生は、台地
上でスダジイーヤブコウジ群集からシラカシ群集に繋がり、傾斜地の自然植生は
ムクノキーミズキ群落、低地はタブノキーイノデ群集と考えられている。植栽計
画を立てる場合には、特に、傾斜地や河岸地等の植生、低地における海洋性気候、
貴重な水辺の緑化に配慮する必要がある。
　

（２）植物種間の競合　　　　　　　　　　　　　　　　　　
種類の違う樹木が同時に植えられた場合は、互いに光を求めて競り合い、植栽間
隔などが適切でない場合は成長量の早いものが日照を奪う被圧を始める。被圧
の上位・ケヤキと被圧されるソメイヨシノの離隔は 50m 程度必要であり、被圧
の強い順に並べと、ケヤキ＞クスノキ＞ムクノキ＞シデ類＞コナラ＞エノキ＞ソメイヨシ

ノとなる。

（３）樹高とその管理高さ
　ヤブツバキクラス域での安定した植生の樹冠は 15 〜 20 ｍであり、樹高の目
安は 15m である。他の施設と競合することの多い都市部では、台風などを考慮
すると、15m の樹高にまで生長した樹木は、その都度、12m 程度に切り戻し、
管理する必要が生じる。

（４）植栽間隔と樹高
植栽密度が高い、或いは、ビルの陰に植栽された樹木は日照を求め通常の樹高を
超えて成長する。特に、陽樹で伸びの速いイイギリ、イチョウ、カラスザンショ
ウ、クロマツ、ケヤキ、ソメイヨシノなどの利用は注意が必要である。

（５）生物多様性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①土壌菌・植物・動物が共生し、共生の系が植生を、更に生態系を形成し、生物
の多様性を実現するので、生物多様性を保全する植生に配慮する。
②種の多様性持続のため、種が棲み分けることのできる緑の階層を形成する。 

（６）共生　
　同一樹種間、また、樹種の違うものどうしでも、離隔を取り、日照条件、枝の
伸張量の違い等を考慮して競合を避け、共生できる配植とする。
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2）植栽基盤
（１）地山
T − 1 型の植栽桝以上　クロボク：無機質土壌改良材＝７：３　厚 80cm
T − 2 型の植栽桝以上　クロボク：無機質土壌改良材＝７：３　厚 60cm
低木の緑地帯	 　クロボク：無機質土壌改良材＝７：３　厚 40cm

　　
（２）人工地盤
その都度、緑地の目的、樹種、地盤の耐荷重、水捌けなどを検討する

　＜参考 /屋上緑化設計・施工ハンドブック、監修NPO屋上開発研究会、2009年・
	 ( 株 ) マルモ出版発行等＞

　　　　　

３．都市緑地向上のための方策
１）公園、街路、公開空地などの公共緑地が、それぞれ孤立することなく、　
　　地域として纏まりのある緑地空間になるよう努力する

２）横に葉張るより、縦に緑量を稼げる樹形のものを活用する

神保町、ケヤキ ‘ムサシノ’

３）日照が不十分な条件でも、耐陰性の樹木を活用し、緑量の増進を図る。

霞ヶ関、アラカシ・カクレミノ
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５）街区公園では緑の階層作りを可能にする緑地帯幅を確保し、
　　生物の生息環境に配慮する。

４）街区公園や公開空地等では ｢緑の階層作り｣ を心掛け、
　　緑量と供に緑視量を上げる。



- 15 -

６）区道は歩行者系の生活道路であり、通過とともに留まる場所でもある。
　　そこで線的な見え方だけではなく、常緑・落葉・針葉樹などのコントラ
　　ストや、木々の対照などを付加し、豊かな表情を持った空間形成を目指す。

モデルプラン
丸の内仲通りに交差する区道の街路樹整備（提案）

７）街路樹で過管理になっている大高木は、長期的、計画的にファスティギアー
　　タ・タイプの樹木等に更新を図り、間隔を密に植栽して緑量の増進と省
　　管理化を図る。

８）大高木の更新は、その生育場所や地域との密着度、歴史的な由来などを
　　考慮し、対応する。
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４． 都市緑化植物の再生・更新
１）都市公園（街区公園）

大高木の処理
　昭和 50 年当時、都内では空き地が減少し、団塊世代の子供たちが安全に遊べ
る場所として児童公園 ( 現・街区公園 ) が数多く作られている。
　そしてそこに、何故か多くの樹木が植え込まれた。今、思うに、無意識としても、
自然環境の中で子供たちをのびのびと遊ばせたい、そのための環境を作ろうとし
ていたもののように思われる。
　具体には、空き地の原や林のように、そこに生き物の息吹きと、生きている証
の温もりを子供たちの手に取ってもらいたかった、その様に思える。
　当時、緑地の形成は子供たちに託した希望だった。それは今でも変わらない筈
である。児童公園の建設が進んでいた当時、公共的な緑化材料は、強くて伸びの
速い、早期に緑量が回復出来るものが主流であった。
　そのため現在では、強健な大高木だけが他の木に競り勝ち、ビルの壁面に沿っ
て伸び上がっていたり、広場を覆いつくしていたりしている
　特に、不適正な間隔で植栽された大高木は、成長とともに樹冠を広げ、亜高
木や灌木、低木や地被類を覆いつくし、日照を阻害された樹林地は疲弊している。
　そこでこれらのケースでは、植栽計画を持ち、大高木を間引く、或いは処分
し ( ※−１)、生物多様性に配慮した緑の階層を再構築するとともに、樹林全体
の美観を再生する必要がある。
※－１：大高木の間引きや処分に伴う移設要望について
　大高木は絶滅危惧種、品種の母樹、地史などの事柄を象徴する樹木以外は基本的に以下の
事項からその移設を控える事を地域の方が納得するように促す。
① 移設に耐えられる空間が無い。無理に行うと移設先の植物を被圧する。
② 移設を要望される樹木は、ほぼ、大高木で成長の早い外来種が多く、人によって植えられ、
	 人によらなければ再生産できないものでもある。移設には多額の費用がかかり、必	ずしも
	 活着するとは限らず、活着しても丸太状の異形の樹木である。また、余程面積の広い場所
	 以外では、成長が早いため、他の樹木を被圧し大高木となり、過管理となる。そこで、要	
	 望が同樹種を残すことであればクローンの若木を植えたほうが、再生産にも繋がり、生物	
	 多様性を支える緑の階層が造れ、林床の日当たりも確保でき、樹林地全体	の美観やバラン	
	 スに優れている。
③ 重要なのは、樹木を通してその場所の風土に触れることである。

２）街路樹（区道）
　緑 ( 樹木 ) の記号として丈夫で、早く大きくなる外来種等が街路樹として植栽
された。これ等の樹木は、現在、大高木化し、過管理となっており、これ等の樹
木をここにあることが自然な樹種に更新することが望まれる。また、区道は通過
交通を捌く外周道路というよりも、外周道路に囲まれた区域内の生活道路として
の性格を併せ持っている。そこで樹種の選択には、大径木で道路の線的な連続性
を強調するよりも、公園や公開空地等の、緑地との連続性、樹種の多様化や亜高
木、低木などを組み合わせ、空間の深みに配慮して、地域としてまとまりのある
緑地を形成して行く事が望ましい。　
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Ⅴ　期待される代表的な都市緑化植物一覧

　期待される代表的な都市緑化植物一覧に取り上げる植物は、基本的には既に
千代田区の環境で生育しているもの、馴染むことが想定されているものを、なる
べく客観的に選択した。しかし、都市緑化推進の原動力となる個々人の恣意性は、
年々、海外から新しい樹種を導入したり、園芸品種を生み出しており、今後、新
しい品種を生み出す可能性もある。また、東京の自然植生の中から都市緑化樹と
して有望な樹種が選抜されることもあるかもしれない。一方、一部の植栽材料が
枯渇し流通から外れてしまう。更に、気候変動によっては植生そのものが遷移す
ることもあり得る。
　これ等の人為的な営為による影響や自然界の波及によって、本表に掲載した植
物は流動的であり、そこでタイトルを「代表的な植物」とした。

■一覧表の見方
　 一覧表は、代表的な高木から地被類や蔓性花木まで合計160種の植物を掲載している。
　 植物種の掲載順は原則樹高区分による樹高の高い順とし、それぞれの区分において
50 音順で掲載している。なお、実を楽しむ果実木や壁面緑化などに利用する蔓性花
木などの樹高区分によらない植物は表末にまとめて掲載している。
１　植物名
　植物名は標準和名を採用している。ただし、品種や外来種等で標準和名の無い種類
にあっては、原則以下の図書を参考とした
	 ・財団法人　建設物価調査会発行　「改訂版　緑化樹木ガイドブック」　
	 ・財団法人　建設物価調査会発行　「新樹種ガイドブック　」　
２　針常落区分
　針常落の区分は、樹高区分ごとに針葉樹、常緑樹、落葉樹の区分順に掲載した。なお、
地被類で草本類については、常緑宿根草、落葉宿根草の区分を行った。
３　樹高区分
　樹高区分は、８m 以上（高木）、５～８m（亜高木）、３m 以下（灌木）、１. ５
m 以下（低木）の４区分とした。ただし、これ以外に地面を覆う地被類、実や
果実を楽しむ果実木、壁面緑化などに利用する蔓性花木の区分を加えた。
4　利用空間
　植物は持っている特性、樹高、枝張り、成長度合い、葉の大きさや形、観賞ポイン
トなどにより、それぞれ利用に適した空間がある程度想定される場合が多い。ここで
は　その植物の利用が望ましい都市公園、街路樹、民有地の利用空間に○を記入した。
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期待される代表的な都市緑化植物一覧

番号 植物名 針常落区分 樹高区分 利 用 空 間
都市公園 街路樹 民有地

1 アカマツ 針葉樹 8m以上 ○
2 アスナロ 針葉樹 8m以上 ○
3 アリゾナイトスギ‘ブルー　アイス’ 針葉樹 8m以上 ○
4 イタリアンサイプレス‘スウェンズ　ゴールド’ 針葉樹 8m以上 ○ ○
5 イヌマキ 針葉樹 8m以上 ○ ○
6 クロマツ 針葉樹 8m以上 ○
7 コウヤマキ 針葉樹 8m以上 ○ ○
8 コノテガシワ‘エレガンティシマ’ 針葉樹 8m以上 ○
9 ツガ 針葉樹 8m以上 ○
10 ヒノキ‘クリプシー’ 針葉樹 8m以上 ○
11 モミノキ 針葉樹 8m以上 ○
12 レイランドサイプレス‘ゴールド　ライダー’ 針葉樹 8m以上 ○
13 ウバメガシ 常緑樹 8m以上 ○
14 クロガネモチ 常緑樹 8m以上 ○ ○ ○
15 スタジイ 常緑樹 8m以上 ○
16 タイサンボク 常緑樹 8m以上 ○
17 タブノキ 常緑樹 8m以上 ○
18 ナナミノキ 常緑樹 8m以上 ○
19 モチノキ 常緑樹 8m以上 ○ ○
20 ヤマモモ 常緑樹 8m以上 ○ ○ ○
21 アキニレ 落葉樹 8m以上 ○ ○
22 アメリカフウ‘ロタンディローバ’ 落葉樹 8m以上 ○
23 エンジュ 落葉樹 8m以上 ○
24 カエデ類 落葉樹 8m以上 ○ ○
25 カツラ 落葉樹 8m以上 ○ ○
26 ケヤキ‘マサコ’ 落葉樹 8m以上 ○
27 ケヤキ‘ムサシノ’ 落葉樹 8m以上 ○
28 サクラ類（カスミザクラ等） 落葉樹 8m以上 ○ ○
29 シデ類 落葉樹 8m以上 ○ ○
30 セイヨウシナノキ 落葉樹 8m以上 ○ ○
31 トチノキ 落葉樹 8m以上 ○
32 ハナモモ‘テルテ’ 落葉樹 8m以上 ○ ○
33 ベニバナトチノキ 落葉樹 8m以上 ○ ○
34 マグノリア‘ワダス　メモリー’等 落葉樹 8m以上 ○ ○
35 ユリノキ‘ファスティギアータ’ 落葉樹 8m以上 ○ ○
36 イチイ 針葉樹 5～ 8m ○
37 カヤ 針葉樹 5～ 8m ○ ○
38 ジュニペルス‘ブルー　ヘブン’ 針葉樹 5～ 8m ○
39 ニオイヒバ‘ヨーロッパ　ゴールド’ 針葉樹 5～ 8m ○
40 オウゴンモチ 常緑樹 5～ 8m ○ ○
41 オガタマノキ 常緑樹 5～ 8m ○ ○
42 オリーブ‘チプレッシーノ’等 常緑樹 5～ 8m ○ ○
43 カクレミノ 常緑樹 5～ 8m ○ ○
44 カラタネオガタマ‘ポートワイン’ 常緑樹 5～ 8m ○
45 キンモクセイ 常緑樹 5～ 8m ○ ○ ○
46 サカキ 常緑樹 5～ 8m ○
47 トキワマンサク 常緑樹 5～ 8m ○
48 ヒメユズリハ 常緑樹 5～ 8m ○
49 マグノリア‘リトル　ジェム’ 常緑樹 5～ 8m ○ ○
50 ミヤマガンショウ 常緑樹 5～ 8m ○ ○
51 モッコク 常緑樹 5～ 8m ○
52 ヤブツバキ 常緑樹 5～ 8m ○ ○
53 ロドレイア　ヘンリー 常緑樹 5～ 8m ○
54 アオハダ 落葉樹 5～ 8m ○
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期待される代表的な都市緑化植物一覧

番号 植物名 針常落区分 樹高区分 利 用 空 間
都市公園 街路樹 民有地

55 アメリカザイフリボク（ジューンベリー） 落葉樹 5～ 8m ○ ○
56 アメリカヒトツバタゴ 落葉樹 5～ 8m ○
57 イロハモミジ 落葉樹 5～ 8m ○ ○ ○
58 エゴノキ 落葉樹 5～ 8m ○ ○ ○
59 エゴノキ‘ピンク　チャイム’ 落葉樹 5～ 8m ○ ○
60 オカメザクラ 落葉樹 5～ 8m ○ ○ ○
61 コヒガンザクラ 落葉樹 5～ 8m ○ ○
62 サラサモクレン 落葉樹 5～ 8m ○ ○
63 サルスベリ‘タスカローラ’（赤桃花） 落葉樹 5～ 8m ○ ○ ○
64 サルスベリ‘ナッチェ’（白花） 落葉樹 5～ 8m ○ ○ ○
65 サルスベリ‘マスコギー’（桃花） 落葉樹 5～ 8m ○ ○ ○
66 ショウジョウノムラモミジ 落葉樹 5～ 8m ○ ○
67 シラキ 落葉樹 5～ 8m ○ ○
68 セイヨウシデ‘ファスティギアータ’ 落葉樹 5～ 8m ○
69 ハナミズキ‘ステラ’ 落葉樹 5～ 8m ○ ○ ○
70 ヒトツバタゴ 落葉樹 5～ 8m ○
71 ベニスモモ‘ファスティギアータ’ 落葉樹 5～ 8m ○ ○
72 マユミ 落葉樹 5～ 8m ○
73 マンサク 落葉樹 5～ 8m ○ ○
74 ヤマボウシ類 落葉樹 5～ 8m ○ ○
75 リョウブ 落葉樹 5～ 8m ○
76 コノテガシワ‘ローズダリス’ 針葉樹 3m以下 ○
77 ニオイヒバ‘グリーンコーン’ 針葉樹 3m以下 ○ ○
78 ニオイヒバ‘スマラグ’ 針葉樹 3m以下 ○
79 キソケイ 常緑樹 3m以下 ○ ○
80 ギンバイカ 常緑樹 3m以下 ○
81 サザンカ類 常緑樹 3m以下 ○ ○
82 シャリンバイ 常緑樹 3m以下 ○ ○
83 セイヨウシャクナゲ類 常緑樹 3m以下 ○ ○
84 セイヨウヒイラギ‘サニー　フォスター’ 常緑樹 3m以下 ○
85 タチカンツバキ 常緑樹 3m以下 ○ ○ ○
86 ハクサンボク 常緑樹 3m以下 ○ ○
87 ビブルナム　ティヌス 常緑樹 3m以下 ○
88 ヒメイチゴノキ 常緑樹 3m以下 ○
89 ヒメシャリンバイ 常緑樹 3m以下 ○
90 ヤポンノキ 常緑樹 3m以下 ○
91 イボタノキ 落葉樹 3m以下 ○
92 トサミズキ 落葉樹 3m以下 ○
93 ノリウツギ 落葉樹 3m以下 ○
94 バイカウツギ 落葉樹 3m以下 ○
95 ブットレア 落葉樹 3m以下 ○
96 ミツマタ 落葉樹 3m以下 ○
97 カナダトウヒ‘コニカ’ 針葉樹 1.5m以下 ○
98 サワラ‘フィリフェラ　オーレア’ 針葉樹 1.5m以下 ○
99 ハイビャクシン 針葉樹 1.5m以下 ○
100 フイリヒメアスナロ 針葉樹 1.5m以下 ○
101 アオキ 常緑樹 1.5m以下 ○
102 フクリンアオキ 常緑樹 1.5m以下 ○ ○
103 アゼビ‘クリスマス　チェアー’ 常緑樹 1.5m以下 ○
104 アベリア 常緑樹 1.5m以下 ○
105 アベリア‘ホープレイズ’ 常緑樹 1.5m以下 ○
106 イヌツゲ‘ゴールデン　ジェム’ 常緑樹 1.5m以下 ○
107 カンツバキ 常緑樹 1.5m以下 ○ ○ ○
108 カンツバキ‘瀬戸白’ 常緑樹 1.5m以下 ○ ○ ○
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109 サツキツツジ 常緑樹 1.5m以下 ○ ○ ○
110 ヒペリカム‘ヒデコート’ 常緑樹 1.5m以下 ○
111 ヒラドツツジ 常緑樹 1.5m以下 ○ ○
112 ヤツデ 常緑樹 1.5m以下 ○
113 アオシダレモミジ 落葉樹 1.5m以下 ○ ○
114 アジサイ類 落葉樹 1.5m以下 ○ ○
115 ハギ類 落葉樹 1.5m以下 ○ ○
116 ヒメウツギ 落葉樹 1.5m以下 ○
117 ベニシダレモミジ 落葉樹 1.5m以下 ○ ○
118 ヤマブキ 落葉樹 1.5m以下 ○ ○
119 ユキヤナギ 落葉樹 1.5m以下 ○ ○
120 アガパンサス類 常緑宿根草 地被類 ○ ○
121 オオバジャノヒゲ 常緑宿根草 地被類 ○
122 キチジョウソウ 常緑宿根草 地被類 ○ ○
123 シャガ 常緑宿根草 地被類 ○ ○
124 ジャノヒゲ（リュウノヒゲ） 常緑宿根草 地被類 ○ ○
125 トリトマ 常緑宿根草 地被類 ○
126 ヒメツルソバ 常緑宿根草 地被類 ○
127 ビンカ類 常緑宿根草 地被類 ○
128 ヘレボラス類 常緑宿根草 地被類 ○
129 マツバギク‘麗晃’ 常緑宿根草 地被類 ○ ○
130 ヤブラン 常緑宿根草 地被類 ○
131 イソギク 落葉宿根草 地被類 ○
132 ギボウシ類 落葉宿根草 地被類 ○ ○
133 シュウカイドウ 落葉宿根草 地被類 ○
134 ノシバ 落葉宿根草 地被類 ○ ○
135 ヘメロカリス類 落葉宿根草 地被類 ○ ○
136 ミセバヤ 落葉宿根草 地被類 ○
137 コトネアスター類 常緑樹 地被類 ○ ○
138 コバノランタナ 常緑樹 地被類 ○
139 タイム類 常緑樹 地被類 ○
140 ツルマサキ 常緑樹 地被類 ○
141 ニシキテイカ 常緑樹 地被類 ○
142 ヘデラ　カナリエンシス 常緑樹 地被類 ○
143 ヘデラ　ヘリックス 常緑樹 地被類 ○ ○
144 ローズマリー 常緑樹 地被類 ○
145 ロニセラ　ニティダ 常緑樹 地被類 ○
146 イッサイサルスベリ（匍匐性） 落葉樹 地被類 ○
147 ナツミカン 常緑樹 果実木 ○
148 ピラカンサ類 常緑樹 果実木 ○
149 ナツメ 落葉樹 果実木 ○
150 ヒメリンゴ 落葉樹 果実木 ○ ○
151 カロライナジャスミン 常緑樹 蔓性花木 ○
152 クレマチス　アーマンディ 常緑樹 蔓性花木 ○
153 スイカズラ 常緑樹 蔓性花木 ○
154 テイカカズラ 常緑樹 蔓性花木 ○
155 モッコウバラ 常緑樹 蔓性花木 ○
156 ツキヌキニンドウ 落葉樹 蔓性花木 ○
157 ツルウメモドキ 落葉樹 蔓性花木 ○
158 ナツヅタ 落葉樹 蔓性花木 ○
159 ノウゼンカズラ 落葉樹 蔓性花木 ○
160 フジ 落葉樹 蔓性花木 ○ ○

注）太文字は推奨植物を示す

期待される代表的な都市緑化植物一覧
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109 サツキツツジ 常緑樹 1.5m以下 ○ ○ ○
110 ヒペリカム‘ヒデコート’ 常緑樹 1.5m以下 ○
111 ヒラドツツジ 常緑樹 1.5m以下 ○ ○
112 ヤツデ 常緑樹 1.5m以下 ○
113 アオシダレモミジ 落葉樹 1.5m以下 ○ ○
114 アジサイ類 落葉樹 1.5m以下 ○ ○
115 ハギ類 落葉樹 1.5m以下 ○ ○
116 ヒメウツギ 落葉樹 1.5m以下 ○
117 ベニシダレモミジ 落葉樹 1.5m以下 ○ ○
118 ヤマブキ 落葉樹 1.5m以下 ○ ○
119 ユキヤナギ 落葉樹 1.5m以下 ○ ○
120 アガパンサス類 常緑宿根草 地被類 ○ ○
121 オオバジャノヒゲ 常緑宿根草 地被類 ○
122 キチジョウソウ 常緑宿根草 地被類 ○ ○
123 シャガ 常緑宿根草 地被類 ○ ○
124 ジャノヒゲ（リュウノヒゲ） 常緑宿根草 地被類 ○ ○
125 トリトマ 常緑宿根草 地被類 ○
126 ヒメツルソバ 常緑宿根草 地被類 ○
127 ビンカ類 常緑宿根草 地被類 ○
128 ヘレボラス類 常緑宿根草 地被類 ○
129 マツバギク‘麗晃’ 常緑宿根草 地被類 ○ ○
130 ヤブラン 常緑宿根草 地被類 ○
131 イソギク 落葉宿根草 地被類 ○
132 ギボウシ類 落葉宿根草 地被類 ○ ○
133 シュウカイドウ 落葉宿根草 地被類 ○
134 ノシバ 落葉宿根草 地被類 ○ ○
135 ヘメロカリス類 落葉宿根草 地被類 ○ ○
136 ミセバヤ 落葉宿根草 地被類 ○
137 コトネアスター類 常緑樹 地被類 ○ ○
138 コバノランタナ 常緑樹 地被類 ○
139 タイム類 常緑樹 地被類 ○
140 ツルマサキ 常緑樹 地被類 ○
141 ニシキテイカ 常緑樹 地被類 ○
142 ヘデラ　カナリエンシス 常緑樹 地被類 ○
143 ヘデラ　ヘリックス 常緑樹 地被類 ○ ○
144 ローズマリー 常緑樹 地被類 ○
145 ロニセラ　ニティダ 常緑樹 地被類 ○
146 イッサイサルスベリ（匍匐性） 落葉樹 地被類 ○
147 ナツミカン 常緑樹 果実木 ○
148 ピラカンサ類 常緑樹 果実木 ○
149 ナツメ 落葉樹 果実木 ○
150 ヒメリンゴ 落葉樹 果実木 ○ ○
151 カロライナジャスミン 常緑樹 蔓性花木 ○
152 クレマチス　アーマンディ 常緑樹 蔓性花木 ○
153 スイカズラ 常緑樹 蔓性花木 ○
154 テイカカズラ 常緑樹 蔓性花木 ○
155 モッコウバラ 常緑樹 蔓性花木 ○
156 ツキヌキニンドウ 落葉樹 蔓性花木 ○
157 ツルウメモドキ 落葉樹 蔓性花木 ○
158 ナツヅタ 落葉樹 蔓性花木 ○
159 ノウゼンカズラ 落葉樹 蔓性花木 ○
160 フジ 落葉樹 蔓性花木 ○ ○
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